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次号（第10号）は、R6年度第１号の特
集として、各地区の会⾧から「地区の紹
介とR6年度の活動・取組み」について
語っていただきます。市内13地区それぞ
れの特徴・特色をお互いに知る機会にな
ればと思います。

ました。第２号では今年度の各地区で行われた取組を
紹介いたします。紙面の関係ですべての地区を紹介できま
せんでしたが、各地区ともいかに多くの住民の方々に参加
していただけるか、地域をいかに盛り上げていくかを考え
て取組を行ってまいりました。
　また連絡会全体では、改めて地区のまちぢから協議会

がどうあるべきかなどの研修も行いました。来年度も地域
が元気であるように各地区は頑張ってまいります。
　皆様も良いアイデアがあれば自らの地区に申し出てくだ
さるとともに、ぜひ取組に参加していただけるようお願い
いたします。

市民自治推進課　三浦悦子市民自治推進課　三浦悦子

　まちぢから協議会の活動支援や、市との連絡調整を
担当している市民自治推進課です。
　今年度、各地区まちぢから協議会では「コロナ禍前
よりもさらに盛り上げる!」と、様々な活動していた
だきました。人と人とが顔を合わせて集うことの大切
さ。当然のように行われてきた毎年の行事を、当然の
ように継承していくことの重要さ。そして、行事に集
った人々の笑顔の素晴らしさを再確認した１年だった
ように思います。
　元日に発生した能登半島地震でも、発生翌日から義
援金を集める地域がありました。思いをすぐに活動に
移せることも、まちぢからの強みだと思います。引き
続き、活動が円滑に進むよう支援してまいりますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

令和５年10月8日(日)、柳島スポーツ公園にて湘南地区スポーツ
フェスティバルが開催されました。今までの自治会対抗型の湘南地
区運動会から、柳島スポーツ公園の開場を機に体験型のスポーツ
フェスティバルとして生まれ変わり２回目の開催となりました。

天候は、秋晴れとはいかず曇天模様でしたが、たくさんの方々に
参加いただき御礼申し上げます。

当日は自由参加型で、好きな時間に好きなだけ参加いただける形
式として、グランドゴルフ、ストラックアウトや木製ペタンクなど
７種目のニュースポーツを趣向凝らした形で設定し、色々なスポー
ツを体験していただきました。また、お帰りの際は出口付近にてガ
ラポン抽選会もおこない、参加賞をお持ち帰りいただきました。

今年の参加者は昨年より増え幼児から高齢者の方まで約220名ほ
どの方々に参加いただきましたが、予想人数には達せず告知方法な
どの集客方法などに課題を残しました。

次回開催もさらに趣向を凝らして、魅力あるフェスティバルとし
て開催する予定ですので多くの方々の参加をお願いいたします。

令和８年10月の開館を目指し、今年度より松林コミ
センの設計が本格的にスタートしました。

令和５年５月には、松林地区の自治会や関係団体等
から推薦された委員等により組織された「（仮称）松
林地区地域集会施設等複合施設整備懇談会」が開催さ
れ、以降全６回に渡る会議において、設計のコンセプ
トや諸室のレイアウト等についての検討が行われまし
た。

７月には、設計段階から多くの方々に関わっていた
だくことで、将来に渡って愛着を持っていただけるコ
ミセンとすることを目的として、不特定多数の市民を
対象に「松林コミセン整備に向けたワークショップ」
が開催され、参加者からコミセンに関する様々なご意
見をいただきました。

また、10月に開催された「松林コミセンの設計に関
する説明会」や「松林地区まちぢから協議会の会議」
において出された意見など、様々な場面において寄せられた幅広い意見を踏まえ、「外から活動が見
えるようになっていること」、「目的なくふらっと立ち寄ってみようと思う空間があること」、「多
様な居場所があること」、「フレキシブルに使えること」といった施設のイメージを具体化した基本
設計が１２月に完成しました。

基本設計を踏まえ、今後は、令和６年度にかけて実施設計が進められ、令和７年度から工事が予定
されています。松林地区の活動拠点として整備される待望の松林コミセンにぜひご期待ください。

右記の２次元バーコードから基本設計段階の建物平面図をご確認いただけます。

この一年間を掛けて、「松浪地区まちぢか
ら協議会ホームページ」(以下HP)がリニュー
アルオープンしました。新ＨＰは「見るから
使うへの進化」、「あなたのポケットに松浪
ホームページを」をテーマとし、イベント告
知や広報の掲示のほか、ゴミ回収・分別方法
など地域住民の日常に役立つ情報提供を骨子
とし、気軽に閲覧していただける作りになっ
ています。

この趣旨のもと、各自治会もそれぞれの自
治会ページを積極的に活用し始め、回覧や自
治会だよりの掲載など各自治会の運用形態に
合わせた使い方を試行しています。

HP活用の一事例として、「松浪コミセンま
つり2023」では参加者募集の掲示・申込書
のダウンロード告知をQRコードを併用して行
いました。その結果、スマホからの閲覧が容
易になり、ステージ・展示の参加者が過去最
多の13団体となりお祭りも盛況でした。
将来的には、松浪地区の方々に写真投稿などでＨＰに参加してもらえるようにして、「使うから参加す
るへのさらなる進化」を目指したいと思います。今後も松浪HPの更なる活用を図り、地域情報配信の
デジタル化促進に繋げていきたいと考えます。

ホームページのリニューアルオープン & 活用

松浪HP

今回は「今年度の活動・取組特集」として、掲載希望のあっ
た７地区の記事を掲載しました。今年度ならではのトピックスや
その地区ならではのイベント、力を入れている継続事業の紹介、
そして地域のデジタル化を目指した活動成果など“まちぢか
らパワー”を感じました。皆さまいかがでしたでしょうか。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

HPの活用で盛り上がった“コミセンまつり2023”



南湖地区では令和５年度の合同防災訓練を「避難所開設訓練」と
し、主に初動期（災害発生直後から２４時間）の対応について、各
自治会の防災関係者に西浜小学校避難所運営マニュアルに沿った形
で活動の体験をしてもらう事を目的として実施しました。これに先
立ち７月には「避難所運営ゲーム（HUG）」を老人憩の家「しお
さい南湖」で行い、開設時の混乱状況や避難者の受付振り分けを疑
似体験してから本番にのぞみました。
さらに８月末には災害別避難行動確認フローを回覧し、実際の災

害発生時の避難について意識付けを十分行った後に初動期開設訓練
を実施しました。
初動期は行政の担当配備職員が学校職員、自主防災組織および防

災リーダーと協力して施設の安全確認や避難者の誘導員、受付・名簿担当、救護、情報班等々の協力者を避難者の
中から選任していくことになりますが、今回はあくまで開設の体験訓練ということで事前に役割分担と内容の手順

書を作成したうえで実施しました。
　また、避難者の方は受付終了後、誘導班が避難場所に誘導のうえ
防災対策課の指導で避難所開設時の各資機材の設営訓練を行ってい
ただきました。
　実際に行ってみると、段取りや各書類の処理掲
示物の内容など色々な問題が考えられ、訓練終了
後、参加者より意見募集のアンケートを取り多く
の意見を頂きました。取りまとめが完了しており
ますので今後の避難所開設時に少しでも役立つよ
うにできればと考えております。

３回目となる「下寺尾遺跡文化祭」が、2023年10月22
日（日）下寺尾廃寺跡及び隣接するめぐみの子幼稚園駐車
場を会場として開催されました。当日は600人以上の方々
が来場し、秋晴れの下、太古の大地を思わせる広い会場で
各種イベントを楽しみました。

南関東では最大級の重層構造（縄文～奈良時代）を持つ
下寺尾遺跡の魅力を発信し、先人の想いを後世に伝えるべ
く、まちぢから協議会に「下寺尾遺跡部会」を立ち上げ、
地域住民・関係団体・学校が協力し、「埋蔵文化財」のき
びしい制約の下、実現したまつりです。

まつりは古代服「貫頭衣」を着た佐藤光市⾧が矢を放つ儀式から始まりました。広い会場を存分に使い、和楽会
「昇」の勇壮な太鼓の音、下寺尾太鼓保存会の子どもたち、インド古典楽器の演奏、ミニ土器作り、勾玉作り、火
おこしなどの体験コーナー、クイズラリーや紙芝居、北陵高校元教頭先生の「古代の住い」解説、小出小学校の児
童による遺跡研究の発表など盛りだくさん。地元の新鮮野菜の販売、キッチンカーの出店、綿あめ、焼き芋、ポッ
プコーン、かき氷などお馴染みの出店もあり、お昼頃には河野太郎デジタル大臣も見えられ、
貫頭衣を着て回るなど、会場は大いに盛り上がりました。

いつの日か、この会場が史跡公園となり、未来の子どもたちが日常生活の中で散策や運動、
また多くの人々が集うコミュニケーションの場となることを夢見つつ、今後も「まちぢから」
を結集して「保存」と「活用」の両輪を回していきたいと思っています。

　国道１号線と辻堂駅に向かう通勤客や通学の
方々で混雑する東小和田交差点は市内でも有数
の交通量となり、特に朝の交差点は１分でも早
く辻堂駅にたどり着きたい自転車の群れが大挙
して押し寄せる。しかもこの交差点が小和田小
や赤羽根中への通学路でもあり、見守りのおじ
さん方が子どもたちへの誘導を行ってもいる。
毎月第３水曜日に立つ啓発活動はもう４年目に
もなろうか。この交差点で地元の自治会や父兄
の方々が交差点に立って、自転車の左側走行を
誘導し続けてきた。最初は左側走行を強く表示
することがためらわれ、こわごわと交通安全の
旗を見せる程度であったが、次第に自転車走行
誘導に内容が変化していった。それは、急ぐ方
々との無用なトラブルがあってはならないからだ。そんな中、神奈川県警のお巡りさんが同席
してくれると、こちら側も安心して活動が続けられる。⾧年の啓発活動で交差点での左側通行
は大きく改善され、交差点での待機場所は自転車でいっぱいになってきている。そして今はヘ
ルメット着用の推進まで歩を進めることができた。地元の多くの方々がこの交差点に立つ姿こ
そ、“まちぢから”の原動力なのであろう。

　令和３年度より、「地域の子どもは地域で
守る・育む、地域も子どもと共に育つ」をス
ローガンとして「子どもの見守り活動」を全
部会の共通事業として活動してきました。背
景として、鶴嶺東地区の通学路には国道、県
道、鉄道踏切、狭隘かつ自動車の往来が多い
道路、狭い歩道、交通量の多い交差点など危
険な箇所が多く存在することです。一方、子
どもの見守り活動はそれぞれの学区毎に実施
されていますが、他学区の取り組みについて
情報共有の仕組みがないため、問題・課題の
共有化ができていませんでした。
そこで、各地区の小中学校・見守り担当者へ
のヒアリングや、見守りに関する実態調査を行い報告書にまとめました。さらに、市の認定
コミュニティ特定事業として申請し、見守り旗を作成・配布しました。令和４年度には市民
集会でも「子どもの見守り」をテーマとして、ドライバーの死角となる電柱の移設（浜之郷

小学校前）、子どもが渡りきれず混雑してしまう歩
行者信号の延⾧（鶴嶺八幡宮前）、スクールゾーン
標示の敷設（鶴嶺通り）を実現し、危険個所の改善
につなげました。令和５年度は、小学校の近くを通
るドライバーに学校があることをアピールし注意を
呼びかけるため、鶴嶺小学校、浜之郷小学校、円蔵
小学校に各学校の児童が交通安全を願ってデザイン
した横断幕や看板を設置しました。
　「子どもの見守り活動」が地域に浸透し着実に前
進するように、今後も地域一丸となって活動してま
いります。


